
富来川南岸断層北方の高位段丘面調査結果

○断層北方の高位段丘面について調査を実施した結果，旧汀線高度は高位段丘Ⅰ面が約40m，高位段丘Ⅱ面が約60m，高位段丘Ⅲ面が約70m
以上と推定された。
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70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高
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70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高

○高位段丘Ⅰ面に隣接する地点におけるボーリング調査（KY-1孔） ，露頭調査（KY-1a）の結果，基盤岩の上面標高の上面標高は40.7mであり，本地点はHⅠ面の段
丘面内縁に近接することから，これが旧汀線高度に相当する。

ボーリング調査KY-1孔，露頭調査KY-1a
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KY-1孔に加え，付近の露頭調査（KY-1a）によりデータを補完した。
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テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
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○高位段丘Ⅱ面の前縁付近におけるボーリング調査（KY-3孔），露頭調査（KY-3a）の結果，基盤岩直上にシルト質礫層が認められ，これは海成堆積物と考えられる。
この上面標高は51.4mであることから，高位段丘Ⅱ面の旧汀線高度はこれ以上と考えられる。

ボーリング調査KY-3孔，露頭調査KY-3a
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調査地点周辺の地形断面図

KY-3孔に加え，付近の露頭調査（KY-3a）によりデータを補完した。

調査地点周辺状況写真
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露頭調査SG-1a

○高位段丘Ⅱ面の段丘面内縁付近における露頭調査（SG-1a）の結果，基盤岩の上面標高は61.2mである。本地点は段丘面内縁付近に位置することから，この上面
標高が旧汀線に相当すると考えられる。

SG-1a 露頭写真（左:上部，右：下部）
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調査位置図
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ボーリング調査SG-2孔

○高位段丘Ⅲ面におけるボーリング調査（SG-2孔）の結果，基盤岩の上面標高は70.1mである。本地点は段丘面前縁付近に位置することから，旧汀線高度は70.1m
より高いと考えられる。

SG-2孔（孔口標高79.18m，掘進長12.0m，鉛直）

SG-2孔 コア写真
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調査位置図
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